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・ ・ ・思いもよらなかったことですが，わたしが． こ
の地に， こんなにも長くすみつくようになったのは， こ
れは， ジャック＝ロンドンと，全く無関係ということは
できません．
こうなるまでには， ほかにも，いろいろな原因があり
ますが， 「白いきば」も， その原因のなかまのひとりで
あると思っています．
文献
森孝晴(2014). 「ジャック･ロンドンと鹿児島」鹿児島：
高城書房．
西村孝次,阿部知二訳（ラデイヤード･キプリング，ジャッ
ク･ロンドン著)(1969). 『ジャングル･ブック白いきば」
東京：学習研究社．
このあとの部分でも 『白い牙」が「わたしの運命に．大
きなかかわりあいをもったことはたしかなことです」と言
い， この作品を「運命の書のひとつ」とまで言っている．
｢アルプスの少女ハイジ」が椋の運命の書としてよく口に
上るが， 『白い牙」も忘れてはいけないのである． しかも，
この「ずいそう」をよく読み込むと,ロンドンの『白い牙』
と長野･飯田中学時代に出会って非常に感動したことが『強
者の力」や「戦争」との出会いを生み， こうした出会いが
さらに「南海物語』との出会いも引き寄せて， この書との
出会いが椋を鹿児島に引き寄せ永住させるに至った， とい
う連鎖，あるいはつながりを見て取ることができてしまう
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